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現
下
で
は
、
江
下
氏
ご
本
人
に
対
し
原
資
料
の
存
在
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
不
可
能

で
あ
り
、
こ
の
コ
ピ
ー
資
料
（
以
下
「
誓
言
」
と
称
す
）
に
依
拠
し
て
論
考
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
こ
の
「
誓
言
」
は
縦
幅
一
九
・
三
㌢
、
横
長
一
六
六
㌢
程
度
（
末
尾
が

破
損
、
全
体
を
裏
打
ち
装
丁
済
）
で
あ
り
、
横
長
に
つ
い
て
は
正
確
に
は
測
定
で
き

な
い
。

　

筆
者
が
注
目
し
た
の
は
、
現
段
階
で
の
確
認
の
限
り
で
は
、
こ
の
「
誓
言
」
が
筑

豊
地
区
に
お
け
る
友
子
取
立
に
つ
い
て
、
最
古
級
の
年
代
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　

峰
地
炭
坑
の
初
発
は
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
、
福
岡
県
築
上
町
よ
り
蔵
内

保
房
と
義
父
久
良
地
政
市
が
田
川
郡
に
同
行
し
て
、
弓
削
田
起
行
鉱
区
の
う
ち
「
崩

れ
」
に
小
炭
坑
を
始
め
た
。
つ
い
で
保
房
の
養
父
と
な
る
蔵
内
次
郎
作
の
来
田
に
よ

り
、
炭
坑
経
営
推
進
に
つ
い
て
合
議
が
成
立
し
、
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
か
ら

蔵
内
次
郎
作
を
中
心
と
し
て
炭
坑
経
営
に
乗
り
出
し
た
。
以
後
、
同
坑
は
小
坑
乱
立

状
態
の
筑
豊
地
区
で
は
群
を
抜
い
て
順
調
に
発
展
し
て
い
く
。
こ
の
明
治
十
八
年
の

時
、
坑
名
は
近
く
の
小
字
名
を
取
り
「
峰
地
」
炭
坑
と
改
称
し
た
。

　

峰
地
四
坑
は
、
先
行
し
て
す
で
に
終
掘
し
た
一
坑
・
二
坑
に
つ
い
で
開
坑
し
た
三

は
じ
め
に

　

前
号
で
は
、
筑
豊
産
炭
地
に
お
け
る
「
友
子
」
の
存
在
を
概
観
し
た
（
註
一
、
以

下
「
前
回
論
説
」
と
称
す
）。
今
回
は
、
そ
の
後
の
知
見
に
よ
る
友
子
取
立
の
資
料

を
追
加
報
告
す
る
と
と
も
に
、
筑
豊
へ
の
友
子
た
ち
の
転
入
に
関
連
が
深
い
「
別
子

銅
山
」
と
「
石
見
銀
山
」
の
友
子
の
動
向
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し
た
い
。

第
一
章　

友
子
取
立
状
「
誓
言
」
に
つ
い
て

　

こ
の「
誓
言
」は
、明
治
三
十（
一
八
九
七
）年
一
月
十
五
日
、田
川
郡
弓
削
田
村（
現
、

田
川
市
）
の
峰
地
炭
坑
第
四
坑
に
お
け
る
「
友
子
取
立
状
」
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の

伝
来
は
、
前
回
論
説
脱
稿
後
に
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
女
性
炭
坑
労
働

者
の
聞
き
取
り
と
事
績
保
存
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
井
手
川
泰
子
氏
よ
り
、
筆
者
に
提

供
さ
れ
た
。
同
氏
の
説
明
で
は
、
当
館
（
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
）
の
資
料
館

時
代
に
初
代
館
長
の
江
下
氏
よ
り
、昔
日
コ
ピ
ー
を
提
供
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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坑
と
と
も
に
、
採
掘
中
の
峰
地
炭
坑
の
主
力
採
炭
現
場
で
あ
る
。
同
年
十
二
月
現
在

の
峰
地
四
坑
は
、
事
務
員
三
人
、
助
手
一
人
、
監
量
及
び
積
込
方
二
一
人
、
機
械
方

三
〇
人
、
雑
役
五
〇
人
、
坑
夫
四
〇
〇
人
。
出
炭
高
は
一
日
平
均
三
五
万
斤
（
三
坑

は
一
五
万
斤
程
度
）（
註
二
）。
峰
地
炭
坑
全
体
の
出
炭
高
で
は
、明
治
三
十
一
年
中
、

約
九
二
九
一
万
斤
（
約
五
万
五
七
四
六
㌧
）、
同
年
度
内
比
較
で
田
川
郡
内
七
位
の

炭
坑
で
あ
る
（
註
三
）。

一　
「
誓
言
」
の
内
容

　

原
文
の
一
部
を
書
き
下
し
文
に
し
、
改
行
」
や
（
欠
字
・
読
み
方
・
語
彙
）
挿
入
、

句
読
点
、
傍
線
等
は
筆
者
に
よ
る
。

「　

誓
言

逆
賊
ヲ
誅
シ
、
強
敵
ヲ
破
リ
進
退
宜
キ
ヲ
」
得
、
乱
ヲ
平
ゲ
社
稷
ヲ
（
国
家
を
）
保

シ
（
や
す
ん
じ
）、
塗
炭
（
非
常
な
苦
し
み
）
ヲ
救
」（
す
く
う
は
）
将
帥
之
力
ニ
於

ズ
ン
バ
有
可
ズ
（
あ
る
べ
か
ら
ず
）

（
※
以
下
、
他
の
取
立
状
に
も
類
似
す
る
内
容
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
神
武
天
皇
よ

り
徳
川
家
康
等
の
国
家
安
康
の
功
績
を
総
括
的
に
称
え
る
内
容
を
意
味
す
る
文
面
が

続
く
の
で
、
約
十
六
行
を
省
略
す
る
）

…
国
力
競
争
之
場
」
裡
ニ
ア
ッ
テ
、
我
等
賤
愚
ニ
シ
テ
国
恩
ニ
報
」
ズ
ル
能
ズ
（
あ

た
わ
ず
）、
然
ド
モ
（
し
か
れ
ど
も
）、
又
、
幸
ニ
シ
夫
（
そ
れ
）
良
質
タ
ル
鑛
」
業

ニ
従
事
シ
採
掘
ニ
勉
メ
、
以
テ
国
産
ヲ
」
増
殖
シ
、
以
テ
相
為
ノ
大
業
ヲ
補
ヒ
、
国

輝
（
国
の
隆
盛
）」
ヲ
海
外
ニ
給
事
ア
ラ
シ
メ
ン
ト
（
そ
ば
に
仕
え
て
海
外
に
示
す

こ
と
を
）
欲
ス
、是
ニ
於
テ
乎
」
有
志
者
之
壮
健
ナ
ル
者
ヲ
撰
擢
シ
（
せ
ん
て
き
し
）、

以
テ
」
親
子
ノ
盟
ヲ
ナ
シ
、
同
職
ニ
列
セ
シ
メ
、
這
（
し
ゃ
）」
業
（
こ
の
ぎ
ょ
う
）

ノ
盛
大
ヲ
謀
リ
、
聊
カ
（
い
さ
さ
か
）
国
恩
ニ
報
ゼ
」
ン
ト
ス
ル
也
、
爾
等
（
な
ん

じ
ら
）
絡
ト
シ
テ
（
つ
な
が
り
と
し
て
）
念
シ
ス
（
思
い
）、此
盟
之
」
義
ヲ
終
（
お

わ
ら
）
セ
ヨ

維
時
明
治
参
拾
年
一
月
十
五
日　

田
川
」
郡
弓
削
田
村
峰
地
第
四
坑
ニ
於
テ
」
之
ヲ

授
ク

職
親　
　
　

イ
ヨ　

長
谷
川
菊
一
（
印
）

　

職
兄　
　

イ
ヨ　

福
田　

勇
八
（
印
）

　
　

職
子　

イ
ヨ　
　

塩
崎　

寅
吉

職
親　
　
　

イ
ヨ　

塩
崎　

定
八
（
印
）

　

職
兄　
　

イ
ヨ　

福
田　

勇
八
（
印
）

　
　

職
子　

イ
ヨ　
　

浅
木　

甚
作

職
親　
　
　

イ
ヨ　

高
橋　

兵
太
（
印
）

　

職
兄　
　

イ
ヨ　

岡
部
栄
三
郎
（
印
）

　
　

職
子　

イ
ヨ　
　

元
木
冨
太
郎

職
親　
　
　

イ
ヨ　

近
藤
新
太
郎
（
印
）

　

職
兄　
　

イ
ヨ　

岡
部
栄
三
郎
（
印
）

　
　

職
子　

イ
ヨ　
　

福
田　

小
平

浪
人
立
會　

石
見　

白
井　

清
吉
（
印
）

　
　
　
　
　

キ
イ　

内
田　

菊
松
（
印
）

客
人
立
會　

イ
ヨ　

三
浦
竹
五
郎
（
印
）

田
川
採
炭
坑
飯
場
立
會

　
　
　
　
　

出
雲　

伊
藤　

住
助
（
印
）

　
　
　
　
　

石
見　

堀
田
由
太
郎
（
印
）

　
　
　
　
　

石
見　

石
橋　

菊
太
（
印
）

金
谷
炭
坑
飯
場
立
會

　
　
　
　
　

土
佐　

武
吉　

政
宗
（
印
）
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石
見　

堀
江
庄
太
郎
（
印
）

當
飯
場
立
會

　
　
　
　
　

イ
ヨ　

菅　

忠
次
郎
（
代
印
）

中
老
立
會　

イ
ヨ　

伊
藤
浅
之
助
（
代
印
）

　
　
　
　
　

イ
ヨ　

重
松
住
太
郎
（
印
）

世
話
人　
　

イ
ヨ　

三
品
辰
之
進
（
印
）

　
　
　
　
　

イ
ヨ　

寺
川　

熊
吉
（
印
）

　
　
　

峰
地
炭
坑
第
四
坑

　
　
　
　
　
　

坑
夫
飯
場

◎
◎
之
者
共　

何
レ
之
諸
鑛
山
ヘ
」
廻
渉
致
共
、
其
地
規
定
之
通
リ
」

為
相
守
（
あ
い
ま
も
ら
せ
）、
何
分
之
御
際
情
成
被
降
」
◎
◎
ヲ
及
御
依
頼
候
也

　
　

福
岡
縣
田
川
郡
弓
削
田
◎
（
村
カ
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　

峰
地
炭
坑

◎
◎
諸
鑛
山

　
　
（
紙
面
に
破
損
欠
落
部
分
有
あ
り
）

（
※
注　

◎
◎
は
欠
損
に
よ
る
欠
字
）

二　
「
誓
言
」
に
み
る
人
々

　

前
記
一
の
「
誓
言
」
中
に
は
、
二
十
五
人
の
坑
夫
が
記
名
し
て
い
る
。
そ
の
出
身

地
を
見
る
と
、
そ
の
う
ち
十
八
人
が
伊
予
国
出
身
で
あ
る
。
続
い
て
石
見
が
四
人
、

出
雲
、
土
佐
、
紀
伊
各
一
人
で
あ
る
。
し
か
も
、
四
組
の
職
親
、
職
兄
、
職
子
が
全

員
伊
予
出
身
で
あ
る
。

　

通
常
、
友
子
の
取
り
立
て
の
前
提
は
、
職
子
は
職
親
に
弟
子
入
り
し
て
、
六
年
六

月
二
十
日
の
修
業
期
間
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
四
組
の
う
ち
職
兄
は
、
二

人
で
そ
れ
ぞ
れ
二
組
の
職
兄
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
勘
案
す
る
と
、
こ
の
四
組

の
グ
ル
ー
プ
は
、
あ
る
き
っ
か
け
で
職
親
、
職
兄
、
職
子
の
関
係
を
保
っ
た
ま
ま
に
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
峰
地
炭
坑
に
や
っ
て
き
た
と
考
え
た
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
は
、
こ
の
四
組
の
グ
ル
ー
プ
の
生
国
（
出
身
地
）
が
す
べ
て
伊
予
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
の
第
二
章
で
考
察
す
る
内
容
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
推
量
さ
れ
る
。
し
か

も
、
上
記
の
「
當
飯
場
立
會
人
」
も
「
中
老
立
會
」
も
「
世
話
人
」
も
す
べ
て
伊
予

国
出
身
で
あ
る
こ
と
も
、
峰
地
炭
坑
の
経
営
意
図
が
濃
厚
に
反
映
し
た
友
子
の
存
在

を
示
す
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
末
尾
の
「
峰
地
炭
坑
第
四
坑　

坑
夫
飯
場
」
に
押
印
が
な
く
、
そ
の
後

の
「
峰
地
炭
坑
」
の
押
印
が
「
峰
地
第
四
坑
事
務
所
印
」
で
あ
る
こ
と
で
も
、
経
営

側
の
強
い
意
図
が
反
映
し
た
友
子
取
立
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
す
る
同
様
の
指
摘
は
、
前
回
論
説
で
も
触
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
明

治
四
十
二
年
六
月
十
三
日
発
行
の
貝
島
太
助
経
営
の
満
之
浦
礦
業
所
の
記
名
に
「
満

之
浦
人
事
係
之
印
章
」
を
坑
夫
飯
場
の
記
名
・
押
印
と
並
べ
て
、
取
立
帳
に
記
名
・

押
印
し
て
い
る
の
と
同
様
の
背
景
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
動
機
は
、
明
治
三
十
年
と
い
う
年
代
か
ら
見
て
、
よ
り
強
い
意
図
、
つ
ま
り

先
進
技
術
の
保
有
者
と
し
て
の
「
友
子
」
の
受
け
入
れ
と
確
保
を
、
積
極
的
か
つ
強

力
に
推
進
し
た
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
明
治
三
十
年
の
峰
地
四
坑
の
「
誓
言
」
に
記
名
し
た
全
員
が
伊
予
出

身
と
い
う
特
別
な
事
例
で
も
あ
り
、
こ
れ
は
、
当
時
の
筑
豊
各
炭
坑
で
の
友
子
導
入

の
事
情
を
如
実
に
示
す
も
の
と
思
量
す
る
。
あ
え
て
言
え
ば
、
筑
豊
の
各
炭
坑
に
お
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ギ
ー
源
と
し
て
、
ど
う
し
て
も
石
炭
業
へ
進
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。」（
註
四
）

　
「
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
一
一
月
、
住
友
は
、
筑
豊
炭
田
の
中
央
に
位
置

し
て
い
る
庄
司
炭
砿
（
福
岡
県
嘉
穂
郡
大
谷
村
大
字
庄
司
、
現
在
の
飯
塚
市
幸
袋

町
）
を
買
収
し
た
。
…
し
か
し
、
住
友
が
入
手
し
た
庄
司
炭
砿
は
…
よ
う
や
く
月
産

一
五
〇
〇
㌧
程
度
の
出
炭
は
確
保
で
き
た
が
、
鉱
区
面
積
か
ら
し
て
そ
れ
以
上
の
発

展
は
望
め
な
か
っ
た
（
こ
の
炭
砿
は
以
後
一
〇
年
間
稼
行
し
、
三
五
年
六
月
採
炭
を

止
め
、
…
山
本
乙
次
郎
な
る
人
物
に
…
譲
渡
し
た
）。」（
註
五
）

　
「
忠
隈
炭
砿
は
、
庄
司
炭
砿
取
得
の
半
年
後
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
四
月

八
日
に
、
麻
生
太
吉
か
ら
一
〇
万
八
〇
〇
〇
円
の
巨
費
を
投
じ
て
買
収
し
た
。
…

住
友
は
麻
生
の
苦
し
ん
で
い
る
断
層
が
非
常
に
大
き
く
堅
い
こ
と
も
十
分
承
知
し
て

い
た
が
、
炭
量
が
多
く
炭
質
も
優
良
で
、
さ
ら
に
庄
司
炭
砿
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

五
九
万
余
坪
の
大
鉱
区
の
う
え
、
周
辺
に
は
未
着
手
の
鉱
区
も
あ
っ
て
増
区
も
可
能

で
あ
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
前
年
（
二
六
年
）
に
は
鉄
道
が
飯
塚
ま
で
延
長
開
通

し
て
忠
隈
の
交
通
が
至
便
で
あ
っ
た
こ
と
、
麻
生
家
が
信
頼
の
お
け
る
土
地
の
名
家

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
住
友
の
判
断
を
促
し
た
。
…
以
来
、
忠
隈
炭
砿
は
住
友
七
〇
年

の
稼
行
に
耐
え
、
住
友
の
石
炭
採
掘
業
の
支
え
と
な
る
の
で
あ
る
。」（
註
六
）

　

忠
隈
炭
砿
の
推
移
を
詳
述
す
る
こ
と
は
本
稿
の
主
意
で
は
な
い
の
で
、
事
後
の
展

開
の
一
端
を
例
示
し
て
参
考
に
供
し
た
い
。

　
「
福
岡
鑛
務
署
管
内
鑛
區
一
覧　

大
正
二
年
七
月
一
日
現
在
」（
註
七
）
に
よ
れ
ば
、

同
砿
は
飯
塚
・
穂
波
に
ま
た
が
る
鉱
区
坪
数
一
三
九
万
二
〇
五
八
坪
に
拡
大
し
、
前

年
鉱
産
額
は
石
炭
六
八
八
、六
三
七
、三
五
九
斤
（
約
四
一
万
三
一
七
八
㌧
）
と
な
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
西
部
炭
田
名
士
選
集
」（
註
八
）
に
よ
れ
ば
、
職
員
数
一
五
八
人
、
助

手
六
五
人
、
鉱
夫
二
〇
六
四
人
、
傭
夫
七
六
人
（
昭
和
十
年
現
在
）、
鉱
区
は
さ
ら

い
て
、
友
子
の
導
入
や
確
保
の
競
合
的
な
事
象
の
存
在
が
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
誓
言
」
中
に
み
る
、
浪
人
立
会
（
石
見
）・（
紀
伊
）、
客
人
立
会
（
伊
予
）、

田
川
採
炭
坑
飯
場
立
会
（
出
雲
）・（
石
見
）・（
石
見
）、
金
谷
炭
坑
立
会
（
土
佐
）・（
石

見
）
等
、
取
立
式
に
立
ち
会
っ
た
他
坑
や
浪
人
や
客
人
な
ど
の
友
子
の
動
向
か
ら
み

る
と
、
明
治
三
十
年
以
前
に
相
当
数
の
友
子
た
ち
が
筑
豊
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
伺

え
る
。
こ
れ
は
、
前
号
で
予
測
し
た
年
代
よ
り
も
相
当
前
に
か
な
り
広
く
友
子
が
筑

豊
地
区
で
活
動
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

そ
れ
は
、
友
子
の
四
つ
の
機
能
～
「
労
働
者
の
養
成
」・「
労
働
力
供
給
調
整
（
含

む
移
動
に
際
し
て
便
宜
を
与
え
る
）」・「
労
働
者
に
よ
る
自
主
管
理
」・「
独
自
の
共

済
制
度
の
存
在
」
～
こ
れ
ら
が
、
友
子
自
身
の
希
求
す
る
伝
統
保
持
と
保
身
と
利
益

確
保
に
繋
が
る
と
と
も
に
、
炭
坑
業
の
近
代
化
へ
の
発
展
の
テ
ン
ポ
が
速
く
、
熟
練

労
働
者
の
不
足
を
来
し
た
炭
坑
経
営
側
に
と
っ
て
も
、
極
め
て
都
合
の
よ
い
制
度
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。
現
実
に
は
、
飯
場
制
度
を
発
展
さ
せ
つ
つ
、
友
子
を
受
容
し
熟

練
労
働
者
を
確
保
す
る
手
段
と
も
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

第
二
章　

住
友
忠
隈
炭
砿
と
友
子

一　

住
友
の
筑
豊
産
炭
地
へ
の
進
出

　
「
明
治
二
十
年
代
に
入
る
と
新
居
浜
精
錬
所
・
別
子
精
鑛
課
で
洋
式
精
錬
が
活
発

に
な
り
、
コ
ー
ク
ス
の
需
要
が
増
加
し
た
。
…
一
方
、
石
炭
の
消
費
量
も
蒸
気
機
関

の
積
極
的
導
入
に
よ
り
、
明
治
二
十
六
年
に
は
二
十
三
年
の
約
四
倍
の
一
五
二
万

貫
目
に
ま
で
激
増
し
た
。
翌
二
十
七
、二
十
八
年
の
石
炭
・
コ
ー
ク
ス
合
計
高
は
、
約

二
七
七
万
三
六
〇
貫
目
と
な
り
、
木
炭
消
費
量
を
凌
駕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
…
木
炭

に
将
来
性
は
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
洋
式
溶
鉱
炉
・
蒸
気
機
関
の
発
展
に
伴
う
エ
ネ
ル
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身
で
あ
る
。
奉
願
帳
を
手
に
し
た
梅
吉
は
、
明
治
三
十
八
年
十
一
月
十
三
日
よ
り
明

治
四
十
一
年
二
月
二
十
五
日
死
去
す
る
ま
で
、
二
年
三
カ
月
余
、
友
子
を
頼
っ
て
各

地
各
坑
を
巡
回
し
た
。

　

そ
の
和
田
梅
吉
が
「
奉
願
帳
」
を
携
え
て
、
明
治
三
十
八
年
十
一
月
十
三
日
、
ま

ず
最
初
に
訪
問
し
た
の
が
、
忠
隈
炭
砿
で
あ
る
。
こ
の
時
の
同
坑
の
飯
場
坑
夫
一
統

の
寄
付
金
三
十
銭
は
、
他
に
明
治
第
二
坑
の
三
十
銭
を
み
る
の
み
で
、
こ
の
三
十
銭

は
飯
場
坑
夫
一
統
の
寄
付
金
と
し
て
は
筑
豊
で
は
最
高
額
で
あ
る
。
ま
た
、
同
坑
の

個
人
寄
付
者
四
十
二
名
・
合
計
十
一
円
八
十
銭
も
寄
付
者
数
、
金
額
と
も
に
巡
回
中
、

最
高
の
人
数
・
金
額
で
あ
る
（
た
だ
し
、
金
額
と
し
て
は
、
奉
願
帳
作
成
時
、
梅
吉

自
身
が
所
属
す
る
発
起
坑
高
雄
二
坑
の
飯
場
坑
夫
一
統
十
五
円
、
同
坑
立
会
人
・
世

話
人
等
四
十
円
八
十
銭
の
寄
付
金
の
額
は
特
別
な
別
格
的
高
額
と
言
え
る
）。

②　

こ
の
十
一
月
十
三
日
の
忠
隈
炭
砿
寄
付
者
四
十
二
人
を
み
る
と
、
こ
の
う
ち

伊
予
出
身
十
五
人
、
石
見
出
身
五
人
、
讃
岐
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
住
友
が
麻
生
よ

り
買
収
し
た
明
治
二
十
七
年
四
月
か
ら
十
年
余
の
経
過
の
頃
、
各
地
よ
り
参
集
し
た

友
子
の
中
で
、
や
は
り
伊
予
出
身
が
群
を
抜
い
て
多
数
を
占
め
て
い
た
。

　

前
記
の
立
会
人
三
人
と
個
人
寄
付
者
四
十
二
人
を
合
わ
せ
て
、
出
身
地
別
に
表
記

す
る
。
こ
の
出
身
地
別
表
は
、
住
友
が
忠
隈
炭
砿
を
買
収
し
約
十
一
年
六
カ
月
が
経

過
し
た
時
期
で
あ
り
な
が
ら
、
寄
付
行
為
に
応
じ
た
友
子
の
中
で
は
、
や
は
り
伊
予

出
身
が
群
を
抜
い
て
多
数
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

③　

奉
願
帳
を
発
行
し
た
高
雄
二
坑
飯
場
友
子
の
出
身
地

　

和
田
梅
吉
に
奉
願
帳
を
発
行
し
た
高
雄
二
坑
の
飯
場
立
会
人
七
名
と
世
話
人
二

人
、
寄
付
者
十
人
の
出
身
地
を
み
る
と
、
伊
予
二
人
、
豊
前
・
備
前
・
長
門
・
安
芸
・

播
磨
・
石
見
・
美
作
・
越
前
・
大
分
各
一
人
、
出
身
国
不
記
入
八
人
で
あ
る
。

④　

隣
山
立
会
を
し
た
潤
野
炭
坑
の
立
会
人
三
人
と
寄
付
者
二
十
人
の
出
身
地
を

に
拡
大
し
、
飯
塚
市
・
穂
波
町
・
稲
築
町
に
ま
た
が
る
鉱
区
一
四
三
万
一
七
六
四

坪
の
大
炭
鉱
と
な
り
、
五
年
間
の
出
炭
状
況
は
、
四
九
万
二
〇
八
八
㌧
（
昭
和
三

年
）・
四
九
万
九
三
三
八
㌧
（
昭
和
四
年
）・
四
六
万
〇
一
七
九
㌧
（
昭
和
五
年
）・

三
九
万
一
四
七
一
㌧
（
昭
和
六
年
）・
三
五
万
九
〇
三
八
㌧
（
昭
和
七
年
）
を
記
録

し
て
い
る
。

二　

伊
予
の
「
友
子
」
た
ち
の
筑
豊
へ
の
渡
来

　

住
友
が
筑
豊
に
進
出
し
て
、
忠
隈
炭
砿
の
経
営
に
本
腰
を
入
れ
る
に
あ
た
り
、
麻

生
が
困
難
と
し
た
断
層
対
策
が
ま
ず
必
要
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
住
友
の
忠
隈

炭
砿
経
営
開
始
と
あ
い
ま
っ
て
伊
予
に
い
る
住
友
配
下
の
友
子
た
ち
を
投
入
し
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
必
然
的
な
成
り
行
き
と
言
え
る
。（
前
回
論
説
に
も
記
し
て
い
る

よ
う
に
、
断
層
を
切
り
抜
く
こ
と
は
友
子
た
ち
に
と
っ
て
は
、
お
家
芸
と
も
い
え
る

採
掘
技
量
で
あ
っ
た
。
山
本
作
兵
衛
も
こ
の
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
技
量
を
強
調
し

た
炭
坑
記
録
画
を
数
枚
描
き
残
し
て
い
る
）

　

そ
の
直
接
的
な
根
拠
を
調
査
す
る
た
め
に
、
過
日
、
愛
媛
県
新
居
浜
市
に
出
向
き
、

別
子
銅
山
記
念
館
、
新
居
浜
市
別
子
銅
山
記
念
図
書
館
等
に
訪
問
し
て
調
査
し
た
。

そ
こ
で
所
期
の
目
的
（「
忠
隈
炭
砿
買
収
後
、
採
掘
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
「
配
下

の
友
子
」
を
移
動
さ
せ
、
投
入
し
た
」
と
い
う
事
実
を
資
料
的
に
確
認
す
る
こ
と
）

を
直
接
的
に
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
以
下
、
忠
隈
炭
砿
の
友
子
た
ち
が
、
筑
豊
産
炭
地
に
お
い
て
中

心
的
な
役
割
、
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
を
記
し
て
、
こ
の
課
題
の
傍
証
と
し
た
い
。

三　
「
梅
吉
資
料
」
に
見
る
「
友
子
」

①　

忠
隈
炭
砿
の
「
友
子
」

　

明
治
三
十
八
年
十
月
二
十
三
日
、
和
田
梅
吉
の
「
奉
願
帳
」
作
成
に
あ
た
り
、
隣

山
立
会
人
と
な
っ
た
忠
隈
炭
砿
の
立
会
人
三
名
は
、
石
見
国
、
長
門
国
、
伊
予
国
出

─ 5 ─



百
十
二
㌔
）
に
も
落
ち
込
み
、
そ
の
た
め
明
治
政
府
の
も
と
で
は
民
営
鉱
山
と
し
て

出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
初
、
地
元
住
民
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
た
が
、
八
七
年

（
明
治
二
十
）
に
至
っ
て
大
阪
の
鉱
山
会
社
、
藤
田
組
が
操
業
を
開
始
し
た
。･･･

ま
た
、
九
五
年
（
明
治
二
十
八
）
に
は
福
石
鉱
床
の
開
発
を
目
論
み･･･

期
待
通
り

の
成
果
が
上
が
ら
ず
、わ
ず
か
一
年
半
ほ
ど
で
操
業
を
終
了
し
た
。
一
九
〇
五
年（
明

治
三
十
八
）
に
は
、
有
用
鉱
物
を
豊
富
に
含
ん
だ
富
鉱
帯
が
発
見
さ
れ
た
の
を
契
機

に
鉱
山
の
近
代
化
が
急
激
に
進
め
ら
れ
、一
二
年
（
大
正
元
）
～
一
七
年
（
大
正
六
）

に
は
、
年
間
に
銅
四
百
五
十
㌧
を
生
産
し
た
。
し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
銅

価
格
下
落
、
採
鉱
環
境
の
悪
化
に
よ
り
、
二
三
年
（
大
正
十
二
）
つ
い
に
休
山
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
昭
和
に
入
り
、･･･

四
三
年
（
昭
和
十
八
）
の
水
害
に
よ
っ
て
、

約
四
百
年
間
に
わ
た
る
鉱
山
の
歴
史
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
る
。」（
註
九
）

石
見
銀
山
の
消
長
と
友
子
の
拡
散
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
を
み
る
た
め
に
は
、
こ
の

説
明
文
が
適
切
で
あ
る
。

　

こ
の
説
明
文
で
わ
か
る
よ
う
に
、
近
代
に
な
り
石
見
の
友
子
た
ち
は
就
労
の
道
を

断
た
れ
て
、
生
活
の
た
め
に
他
地
域
に
拡
散
・
流
出
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
解
釈

す
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
筑
豊
地
域
や
糟
屋
地
域
に
滞
留
し
た
と

み
ら
れ
る
。

四　

忠
隈
炭
砿
「
坑
夫
免
状
」（
明
治
四
十
五
年
二
月
十
日
発
行
）
に
み
る
友
子

　

住
友
が
買
収
し
、
操
業
し
て
二
十
年
を
経
過
す
る
と
、
在
籍
す
る
友
子
た
ち
の
出

身
地
も
多
様
に
な
っ
て
く
る
。「
坑
夫
免
状
」
の
記
載
内
容
か
ら
考
察
す
る
。

　

坑
夫
免
状
を
付
与
さ
れ
た
の
は
六
人
で
あ
る
。
こ
の
出
身
国
を
み
る
。

　

親　
　

分　

兄　
　

分　

子　
　

分

①
加
賀
国
産　

美
作
国
産　

伊
予
国
産

②
播
磨
国
産　

丹
後
国
産　

伊
予
国
産

み
る
と
、
伊
予
七
人
、
石
見
三
人
、
出
雲
三
人
、
長
門
・
安
芸
・
土
佐
・
備
前
・
備

中
・
加
賀
・
大
和
・
日
向
・
豊
前
・
肥
後
各
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
伊
予
出
身
が
目

立
っ
て
い
る
。

⑤　

和
田
梅
吉
の
巡
回
中
寄
付
者
の
友
子
で
伊
予
出
身
が
多
い
炭
坑
は
、
平
山
炭

坑
（
九
人
中
四
人
）、
糟
屋
郡
植
木
炭
坑
（
九
人
中
六
人
）
が
目
立
っ
て
い
る
。

⑥　

寄
付
者
中
、
石
見
出
身
が
多
い
炭
坑
と
し
て
は
、
目
尾
炭
坑
（
十
一
人
中
四

人
）、御
徳
海
軍
炭
坑
四
坑
（
六
人
中
三
人
）、伊
田
炭
坑
二
号
飯
場
（
七
人
中
四
人
）、

峰
地
炭
坑
（
十
人
中
五
人
）、糟
屋
郡
山
田
村
猪
野
銅
山
（
七
人
中
四
人
）
が
目
立
っ

て
い
る
。

　

梅
吉
資
料
だ
け
で
み
て
も
、
筑
豊
に
は
伊
予
出
身
と
石
見
出
身
の
友
子
が
多
数
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。
伊
予
出
身
が
多
い
背
景
に
は
、
前
述
し
て
い
る
住
友
の
忠
隈
炭
砿

の
買
収
が
、
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。
友
子
た
ち
が
忠

隈
炭
砿
に
多
数
入
り
、
さ
ら
に
そ
の
影
響
や
有
利
な
就
労
口
を
求
め
て
、
伊
予
か
ら

筑
豊
産
炭
地
に
伝
来
し
、
各
坑
に
展
開
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

石
見
出
身
の
友
子
が
多
い
背
景
に
は
、
石
見
銀
山
の
閉
山
と
関
連
が
強
い
と
考

え
ら
れ
る
。「
江
戸
幕
府
に
よ
る
石
見
銀
山
支
配
も
、
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
）
七

月
、
長
州
軍
の
進
攻
に
よ
り
終
焉
を
迎
え
た
。
こ
の
頃
に
は
産
銀
は
三
十
貫
目
（
約

─ 6 ─

※
坑
夫
に
取
り
立
て
ら
れ
た
六
人
の
う
ち
伊
予
出
身

が
三
人
い
る
が
、
仮
に
修
業
期
間
を
原
則
の
六
年
六

月
二
十
日
と
し
て
、
子
分
の
六
人
は
、
た
ま
た
ま
各

親
分
に
弟
子
入
り
し
て
、
規
定
の
期
間
修
業
し
た
に

過
ぎ
ず
、
特
段
の
事
情
は
存
在
し
て
い
な
い
と
解
釈

す
る
。

出身地 人数（人）

伊予 16
石見 6
讃岐 4
安芸 3
土佐 2
備中 2
備後 2
出雲 1
紀州 1
長門 1
美作 1
能登 1
大坂 1
宮崎 1
大分 1
豊前 1

国名なし 1
計 45



田
炭
坑
立
会
人
八
人
中
三
人
が
伊
予
出
身
で
あ
る
。
忠
隈
炭
砿
以
外
の
各
坑
に
も
、

多
数
の
伊
予
出
身
の
友
子
が
い
た
と
み
ら
れ
る
。

第
三
章　

ま
と
め
に
代
え
て
～
今
後
の
課
題
な
ど

　

①　

友
子
関
連
地
域
へ
の
訪
問
と
調
査
か
ら

　

和
田
梅
吉
が
奉
願
帳
を
携
え
て
、
日
本
を
半
周
近
く
巡
回
し
た
こ
と
に
鑑
み
て
、

そ
の
実
感
の
一
部
を
体
験
し
た
く
、
過
日
、
石
見
銀
山
（
島
根
県
大
田
市
）
と
別
子

銅
山
（
愛
媛
県
新
居
浜
市
）
の
旧
跡
を
訪
ね
た
。

　

今
回
の
巡
検
は
、
乗
合
バ
ス
や
貸
切
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
回
っ
た
。
道
路
が
整
備

さ
れ
て
い
る
現
在
で
も
、
石
見
銀
山
も
別
子
銅
山
も
、
ま
さ
に
山
中
深
く
わ
け
入
ら

ね
ば
、
友
子
の
い
る
飯
場
に
は
た
ど
り
着
か
な
い
の
を
実
感
で
き
た
。

　

も
し
当
時
の
よ
う
に
、
徒
歩
ま
た
は
当
時
山
中
で
使
用
し
て
い
た
鉱
石
運
搬
用

の
索
道
な
ど
を
利
用
す
る
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
に
か
苦
痛
に
さ
い
な
ま
れ
た
こ
と

だ
ろ
う
と
思

い
知
っ
た
。

和
田
梅
吉
の

行
く
先
々
に

は
、
同
情
愛

に
溢
れ
た
友

子
仲
間
が
い

て
、
暖
か
く

受
け
入
れ
て

く
れ
た
と
は

③
日
向
国
産　

豊
後
国
産　

備
中
国
産

④
日
向
国
産　

摂
津
国
産　

伊
予
国
産

⑤
日
向
国
産　

豊
後
国
産　

阿
波
国
産

⑥
伊
予
国
産　

豊
後
国
産　

肥
前
国
産

浪
人
立
会　
　

伊
予
国
産

客
人
立
会　
　

備
後
国
産
・
但
馬
国
産
・
伊
予
国
産
・
伊
予
国
産
・
日
向
国
産

潤
野
炭
坑
立
会
人　

備
中
国
産
・
伊
予
国
産
・
伊
予
国
産
・
備
後
国
産
・
伊
予
国
産

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
予
国
産
・
石
見
国
産
・
備
中
国
産
・
出
雲
国
産
・
伊
予
国
産

豆
田
炭
坑
立
会
人　

美
作
国
産
・
備
中
国
産
・
土
佐
国
産
・
伊
予
国
産
・
伊
予
国
産

　
　
　
　
　
　
　
　

讃
岐
国
産
・
伊
予
国
産
・
美
作
国
産

鍛
冶
屋
立
会
人　
　

伊
予
国
産

当
飯
場
立
会
人　
　

東
京
府
産
・
伊
予
国
産
・
伊
予
国
産
・
伊
予
国
産
・
伊
予
国
産

　
　
　
　
　
　
　
　

讃
岐
国
産

中
老
立
会
人　
　
　

日
向
国
産
・
紀
伊
国
産
・
伊
予
国
産
・
豊
後
国
産
・
安
芸
国
産

　
　
　
　
　
　
　
　

筑
後
国
産

議
媒
人　
　
　
　
　

備
後
国
産
・
豊
後
国
産
・
伊
予
国
産
・
備
中
国
産
・
日
向
国
産

　
　
　
　
　
　
　
　

後
見
人
（
国
不
記
入
）

　

こ
の
段
階
の
忠
隈
炭
砿
の
鍛
冶
屋
立
会
人
、
当
飯
場
立
会
人
、
中
老
立
会
人
、
議

媒
人
を
み
る
と
、
十
九
人
中
七
人
が
伊
予
国
出
身
で
あ
り
、
伊
予
国
出
身
は
や
は
り

多
数
と
み
る
。
つ
ま
り
、
住
友
が
忠
隈
を
買
収
し
て
以
来
、
他
地
区
の
出
身
者
の
友

子
が
、
少
し
ず
つ
渡
来
、
そ
の
後
の
養
成
を
含
め
て
忠
隈
炭
砿
内
に
増
加
し
て
い
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
取
立
の
時
、
隣
山
立
会
で
あ
る
潤
野
炭
坑
立
会
人
に
は
一
〇
人
中
五
人
、
豆
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連
携
が
ご
く
部
分
的
に
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
個
々
に
な
っ
て
い
て
、
繋
が
っ
て
い
な
い

と
感
じ
た
。

　

以
上
の
経
験
を
重
ね
て
感
じ
る
の
は
、
各
地
の
関
係
者
と
情
報
の
共
有
や
連
携
し

た
共
同
調
査
・
研
究
を
進
め
な
け
れ
ば
、
埋
も
れ
か
け
て
い
た
友
子
関
係
資
料
の
再

発
見
と
活
用
に
繋
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
先

進
的
な
研
究
者
各
位
の
ご
指
導
を
い
た
だ
く
必
要
も
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。

　
【
謝
辞
】

　

本
稿
の
執
筆
、
ま
た
は
各
地
の
友
子
関
連
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

方
々
に
有
益
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。（
敬
称
略
、

順
不
同
）

　

井
手
川
泰
子
、
仲
野
義
文
（
石
見
銀
山
資
料
館
館
長
）、
田
尾
邦
彦
（
住
友
別
子

銅
山
記
念
館
館
長
）、
坪
井
利
一
郎
（
別
子
銅
山
記
念
図
書
館
）、
松
岡
俊
雄
、
野
木

和
夫
（
常
磐
炭
田
史
研
究
会
会
長
）、
熊
澤
幹
夫
（
い
わ
き
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
議
会
事
務
局
長
）、
渡
邊
文
久
（
い
わ
き
市
石
炭
化
石
館
）

　
【
註
】

（
一
）
安
蘇
龍
生
二
〇
一
二
「
筑
豊
産
炭
地
と
「
友
子
」」『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
第

二
七
号
』

（
二
）
高
野
江
基
太
郎
一
八
九
八
『
筑
豊
炭
礦
誌
』
六
四
四
頁

（
三
）「
筑
豊
五
郡
石
炭
鉱
区
一
覧
表
」『
田
川
市
史　

中
巻
』
八
八
〇
頁

（
四
）
住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
一
九
九
一
『
住
友
別
子
銅
山
史　

上
巻
』
四
三
八

～
四
三
九
頁

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
和
田
梅
吉
の
二
年
三
カ
月
の
巡
回
の
間
、
し
ば
し
ば
停
滞
ま

た
は
病
臥
し
た
と
思
わ
れ
る
空
白
期
間
が
み
ら
れ
る
の
も
当
然
で
あ
り
、
排
尿
障
害

の
身
体
を
お
し
て
各
地
の
鉱
山
現
場
の
友
子
仲
間
の
飯
場
を
め
ぐ
る
こ
と
は
大
変
な

負
担
と
な
り
、
ま
さ
に
命
が
け
の
行
動
で
あ
っ
た
と
実
感
し
た
。

　

②　

今
後
の
展
望
と
課
題

　

上
記
の
訪
問
の
際
、
石
見
銀
山
資
料
館
で
は
仲
野
義
文
館
長
と
も
面
談
、
意
見
交

換
と
と
も
に
展
示
中
の
「
友
子
取
立
状
」
を
確
認
で
き
、
今
後
の
連
携
を
約
し
た
。

ま
た
、
別
子
銅
山
記
念
館
で
は
、
田
尾
邦
雄
館
長
か
ら
同
館
所
蔵
の
「
友
子
取
立
帳
」

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
中
で
も
住
友
別
子
銅
山
の
友
子
取
立
帳
一
つ
に

は
、一
度
に
四
十
三
人
を
数
え
る
多
人
数
の
友
子
取
立
の
確
認
も
で
き
た
。
今
後
は
、

石
見
銀
山
や
別
子
銅
山
の
友
子
の
実
態
の
研
究
深
化
と
、
そ
の
筑
豊
と
の
関
連
等
を

課
題
に
し
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
た
。

　

さ
ら
に
、
過
日
、
福
島
県
い
わ
き
市
を
訪
問
し
た
。
そ
の
折
、
現
地
の
方
々
の
ご

配
慮
で
、
い
わ
き
市
石
炭
化
石
館
保
管
の
二
つ

の
奉
願
帳
や
個
人
所
有
の
取
立
状
も
確
認
で
き

た
。
あ
わ
せ
て
、
石
炭
関
連
史
跡
を
め
ぐ
る
と

と
も
に
、
他
の
資
料
館
に
所
在
す
る
友
子
資
料

や
山
中
の
墓
地
に
あ
る
友
子
関
係
者
の
墓
地
等

を
予
備
的
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

最
近
訪
問
し
た
秋
田
県
で
は
、
炭
坑
以
外
の
金

属
鉱
山
の
友
子
の
情
報
を
い
く
つ
か
知
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
か
ら
、
各
地
の
友
子
研
究
の
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（
五
）住
友
石
炭
鉱
業
株
式
会
社
社
史
編
纂
委
員
会
編
一
九
九
〇『
わ
が
社
の
あ
ゆ
み
』

一
七
～
一
八
頁

（
六
）
註
五
文
献
一
八
～
一
九
頁

（
七
）『
福
岡
鑛
務
署
管
内　

鑛
區
一
覧　

大
正
二
年
七
月
一
日
現
在
』
四
十
頁

（
八
）
西
部
炭
田
名
士
選
集
刊
行
會
一
九
三
六
『
西
部
炭
田
名
士
選
集
』
五
三
七
頁

（
九
）
仲
野
義
文
二
〇
一
二
「
銀
山
の
発
見
と
開
発
の
歴
史
」『
週
刊　

日
本
の
世
界

遺
産　

二
〇
』
朝
日
新
聞
出
版
一
七
頁

※
お
詫
び
と
訂
正

　

今
回
梅
吉
資
料
を
再
度
読
み
直
し
た
と
こ
ろ
、
前
回
論
説
の
統
計
中
に
欠
落
が
あ

り
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
以
下
の
訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
回
論
説
訂
正
個
所

○[

表
５]

Ｄ
グ
ル
ー
プ
→
「
二
月
七
日
、
糟
屋
郡
山
田
村
猪
野
銅
山
九
十
銭
」
を

追
加

○[

表
４]

三
段
目
「
福
岡
県
内
炭
坑
（
糟
屋
・
三
池
）」
中
「
飯
場
等
の
数
」

　
（
誤
）「
５
炭
坑
飯
場
」
→
（
正
）「
４
炭
坑
飯
場
と
１
銅
山
飯
場
」

※
寄
付
金
額
お
よ
び
総
合
計
金
額
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
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